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 農業土木の技術者として、県内の農業農村の振興及び基盤整備の推進に携わり、

地域づくりの普及と実践活動を支援してきた。県内外 1,000 か所以上の地域に

関わり、ワークショップ形式を用いた集落の話し合いのノウハウを有する。 

 令和５年 1月には OECDがこの取組みに着目。氏が関わった地域の現地調査が

行われるなど、地域づくりについての手法が注目されている。 

 

○主な経歴 

・山形県庁 定年退職（2021.3） 

・山形県農村づくりプロデューサー（2021.5～） 

 ・農林水産省「農村振興基本計画懇談会（住民参加の地域計画づくり）」委員 

・農林水産省「多様な主体との協働による農村振興のあり方に関する策定委員 

会」委員 

・農林水産省「農村協働力向上（ｿｰｼｬﾙ・ｷｬﾋﾟﾀﾙ）施策検討委員会」委員 

 ・農林水産省「中山間地域振興方針に関する検討委員会」委員 

 ・宮城県「東日本大震災における復興アドバイス委員会」委員 

 ・農林水産省「長期的な土地利用の在り方に関する検討会」委員（2020～） 

 

○主な講演・講師 

・農政未来塾での講義・実践研修（全国町村会） 

・農村プロデューサー養成講座（農林水産省、2021～） 

 


